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会議所は企業の要、地域の灯会議所は企業の要、地域の灯

20232023 99
会員数915名会員数915名

▲館山湾花火大会の様子（8月29日撮影）

無担保、無保証人、低利子で融資無担保、無保証人、低利子で融資
～マル経融資制度～

利子補給（1.0％）制度が利用できます!
　マル経融資制度は、小規模事業者の皆様の経営改
善に必要な事業資金を館山商工会議所の推薦により
「㈱日本政策金融公庫」から借りられる国の制度です。

※�ご利用の際には各種要件がございますのでお問
い合わせください。☎ 22－8330

担保、保証人 不　要

貸 付 限 度 額 2,000万円

返 済 期 間 10年以内（＊運転資金は7年以内）

利 率 年1.25％（令和 5 年 9月1日現在）

融 資 対 象

従業員（家族従事者、パート、法人
の役員除く）が商業・サービス業
は5名以下、製造業・その他は20
名以下の小規模事業者

令和５年9月１日現在令和５年9月１日現在

◇訃報　名誉会頭　本間　明　氏ご逝去
◇第 59 回館山湾花火大会
　～3千発が夜空を焦がす！約2万5千人の人出で盛況裡に開催～
◇潮流を読む
　わが国の将来的な『労働供給の天井』問題解決のために
◇トレンド通信　  「お店やお客の観察はこんなに面白い」
◇気象予報士×税理士　藤富郷の　クラウドな話
◇館山市　令和６・７年度「入札参加資格審査申請」
　～9月15日から受付開始～
◇創業前・創業後間もない方向けのイベント
　～第4回創業者交流会 in南房総～
◇職場のかんたんメンタルヘルス　希薄な人間関係がメンタル不調に



名
誉
会
頭　

本
間　

明　
氏　

ご
逝
去

　

当
所
名
誉
会
頭
（
元
会
頭
）、

本
間
明
氏
が
、
去
る
令
和
５
年
８

月
24
日
に
ご
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
間
氏
は
、
昭
和
41
年
４
月
か

ら
昭
和
49
年
12
月
ま
で
常
議
員
、

昭
和
49
年
12
月
か
ら
昭
和
60
年
５

月
ま
で
副
会
頭
、
昭
和
60
年
５
月

か
ら
平
成
15
年
12
月
ま
で
会
頭
、

さ
ら
に
平
成
16
年
３
月
か
ら
は
名

誉
会
頭
と
し
て
、
約
60
年
間
の
長

き
に
わ
た
り
商
工
会
議
所
役
員
と

し
て
地
域
経
済
の
活
性
化
、
地
域

社
会
の
福
祉
増
進
に
貢
献
さ
れ
ま

し
た
。

　

ま
た
、
ご
自
身
が
経
営
さ
れ
た

房
州
海
運
株
式
会
社
、
房
州
通
運

株
式
会
社
、
南
房
通
運
株
式
会
社
、

房
州
瓦
斯
株
式
会
社
、
南
房
タ
ク

シ
ー
株
式
会
社
、
極
洋
船
舶
工
業

株
式
会
社
、
有
限
会
社
房
州
日
日

新
聞
社
、
房
州
物
流
株
式
会
社
で

役
員
を
務
め
ら
れ
た
他
、
館
山
信

用
金
庫
理
事
長
、
館
山
市
社
会
福

祉
協
議
会
会
長
、
館
山
法
人
会
会

長
等
、
こ
の
他
に
も
数
多
く
の
役

職
を
務
め
ら
れ
、
地
域
社
会
・
地

域
経
済
の
発
展
に
大
き
な
足
跡
を

残
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
御
功
績
が
認
め
ら
れ
、

平
成
14
年
に
勲
四
等
瑞
宝
章
を
受

章
さ
れ
た
他
、
内
閣
総
理
大
臣
表

彰
、
日
本
商
工
会
議
所
特
別
功
労

表
彰
な
ど
数
多
く
の
受
章
の
栄
に

も
浴
さ
れ
ま
し
た
。

　

会
頭
在
任
期
間
は
、
当
所
歴

代
会
頭
最
長
の
18
年
８
か
月
に
亘

り
、
こ
の
期
間
は
日
本

全
国
が
遍
く
好
景
気

に
沸
い
た
バ
ブ
ル
期
と

重
な
っ
て
お
り
、
当
地

域
に
お
い
て
も
多
く
の

事
業
者
が
事
業
拡
大

に
積
極
的
な
動
き
を
見

せ
ま
し
た
。
本
間
名
誉

会
頭
は
、
地
域
事
業
者

の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
こ

れ
ら
を
強
力
に
牽
引
す

る
一
方
、
小
規
模
・
零

細
な
事
業
者
が
取
り
残

さ
れ
な
い
よ
う
商
工
会

議
所
の
責
務
で
あ
る
経

営
改
善
普
及
事
業
の
推

進
、
地
域
の
活
性
化
や

経
営
環
境
の
改
善
に
資

す
る
行
政
へ
の
意
見
具

申
、
商
工
会
議
所
活
動
の
源
と
な

る
財
政
基
盤
の
拡
充
に
も
注
力
さ

れ
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
地
域
社
会
全
体
の
発

展
に
寄
与
さ
れ
た
本
間
氏
は
、
都

市
部
か
ら
安
房
地
域
へ
の
ア
ク
セ

ス
の
利
便
性
向
上
を
図
る
た
め
、

公
共
交
通
機
関
で
あ
る
Ｊ
Ｒ
内
房

線
の
利
活
用
推
進
、
高
速
道
路
の

延
伸
と
幹
線
道
路
網
の
整
備
に
関

す
る
要
望
活
動
に
取
組
ん
だ
他
、

中
心
市
街
地
の
活
性
化
を
図
る
た

め
、
安
房
地
域
の
核
で
あ
る
館
山

駅
に
橋
上
駅
舎
を
建
設
し
、
館
山

駅
を
東
西
に
結
ぶ
自
由
通
路
の
建

設
を
推
進
、
市
内
共
通
商
品
券

な
ど
を
活
用
し
た
地
元
商
店
街
の

利
活
用
推
進
に
も
取
組
ま
れ
ま
し

た
。

　

こ
の
他
に
も
、
バ
ブ
ル
経
済
や

規
制
緩
和
を
追
い
風
に
外
部
資
本

の
大
型
店
出
店
計
画
が
増
加
し
た

時
期
に
は
、
商
業
活
動
調
整
協
議

会
（
商
調
協
）
を
設
置
し
、
無
秩

序
な
大
型
店
の
出
店
を
抑
制
し
、

地
元
商
店
街
と
の
バ
ラ
ン
ス
や
適

正
な
消
費
環
境
の
整
備
に
よ
る
ま

ち
づ
く
り
に
も
ご
尽
力
さ
れ
ま
し

た
。

　

本
間
名
誉
会
頭
の
信
念
で
あ
っ

た
「
商
工
会
議
所
は
地
域
事
業
者

の
拠
り
ど
こ
ろ
で
あ
り
、
最
も
身

近
な
伴
走
者
で
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
」「
大
企
業
や
地
場
産
業
の
な
い

当
地
域
の
発
展
に
は
、
事
業
者
の

相
互
扶
助
が
肝
要
で
あ
る
」と
い
っ

た
お
考
え
は
当
所
の
礎
と
な
っ
て

お
り
、
商
工
会
議
所
活
動
の
様
々

な
場
面
に
反
映
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
本
間
名
誉
会
頭

は
、
商
工
会
議
所
活
動
に
絶
大
な

る
ご
功
績
を
残
さ
れ
、
こ
の
他
に

も
官
民
様
々
な
分
野
で
ご
活
躍
さ

れ
、
当
地
域
に
お
け
る
経
済
界
の

発
展
の
み
な
ら
ず
、
社
会
全
体
の

発
展
や
福
祉
の
増
進
に
ご
尽
力
さ

れ
ま
し
た
。

　

こ
の
度
の
ご
逝
去
は
、
当
所
は

言
う
ま
で
も
な
く
地
域
に
と
っ
て

も
大
変
大
き
な
損
失
で
あ
り
ま
す

が
、
心
安
ら
か
に
永
遠
の
眠
り
に

つ
か
れ
ま
す
よ
う
、
謹
ん
で
ご
冥

福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

充実した設備と
　細かいサービス
大型カラー印刷機完備 !!

お気軽にお問合せください

○チラシ・パンフレット印刷
○オンデマンド印刷
　データ入稿～印刷～製本
○記念誌・自分史・郷土史
　写真集・自費出版　etc…

館山本社・館山工場
館山市山本226　〒294-0014
TEL.0470-22-2277
FAX.0470-23-2278

千葉支社（経営本部）
千葉市中央区生実町2498-8　〒260-0813
TEL.043-300-8661
FAX.043-300-8665

会 議 所 だ よ り
令 和 5 年 9 月 10 日（2）



会 議 所 だ よ り
（3） 令 和 5 年 9 月 10 日

■法　　律	 千葉県産業振興センター

■税　　務	 佐藤　裕介　先生
	 根本　嘉美　先生

■商標	特許	 神崎　正浩　先生
ご相談のときは事前にご連絡下さい。

～
皆
様
の
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
～

　
夏
の
館
山
を
彩
る
一
大
行
事
と
し
て
、
市
民
は
も
と
よ
り
多
く
の
観
光
客
か
ら
も
絶
大
な
人
気
を
誇
る
恒

例
の
『
館
山
湾
花
火
大
会
』
が
８
月
29
日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
に
よ
り
停
滞
し
た
地
域
経
済
の
活
性
化
や
、
地
域
住
民
へ
の
日
頃
の
感
謝
を
目
的
に
開

催
さ
れ
た
本
年
度
の
花
火
大
会
は
、「
こ
の
よ
う
な
時
こ
そ
元
気
を
出
さ
ね
ば
！
」
と
い
っ
た
、
会
員
の
皆

様
を
中
心
と
し
た
ご
協
賛
者
様
の
絶
大
な
る
ご
支
援
を
中
心
に
、
約
３
，
０
０
０
発
の
花
火
と
し
て
多
く
の

観
客
を
魅
了
し
ま
し
た
。

　
当
初
は
、
伝
統
と
な
っ
て
い
る
８
月
８
日
の
予
定
で
準
備
を
進
め
ま
し
た
が
、
台
風
７
号
の
影
響
を
考
慮

し
日
程
を
再
調
整
し
て
の
実
施
と
な
り
ま
し
た
。
お
か
げ
さ
ま
で
平
日
開
催
に
も
関
わ
ら
ず
約
２
万
５
千
人

の
人
出
で
盛
況
裡
に
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

　
あ
ら
た
め
ま
し
て
、
ご
協
賛
を
い
た
だ
き
ま
し
た
皆
様
、
並
び
に
大
会
開
催
に
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た

関
係
機
関
の
皆
様
に
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

3 千発が夜空を焦がす！

第59回館山湾花火大会
２万５千人の人出で盛況裡に開催



会 議 所 だ よ り
令 和 5 年 9 月 10 日（4）

潮

流

を

読

む

潮

流

を

読

む

　
「
わ
が
国
の
将
来
的
な

　
「
わ
が
国
の
将
来
的
な

『
労
働
供
給
の
天
井
』
問
題
解
決
の
た
め
に
」

『
労
働
供
給
の
天
井
』
問
題
解
決
の
た
め
に
」

　

大
和
総
研
の
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
は
、

日
本
の
経
済
活
動
の
正
常
化
が
当

面
継
続
す
る
と
見
込
ま
れ
る
中
、

人
手
不
足
は
一
時
的
な
問
題
と
い

う
よ
り
も
、
中
長
期
的
に
注
視
す

べ
き
社
会
構
造
的
問
題
と
し
て
指

摘
し
て
い
る
［
注
１
］。
そ
こ
で
は

「
労
働
供
給
の
天
井
」
と
い
う
キ
ー

ワ
ー
ド
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。「
労

働
供
給
の
天
井
」
と
は
、
労
働
需

給
の
逼
迫
（
ひ
っ
ぱ
く
）
を
解
消

す
る
わ
が
国
の
労
働
供
給
能
力
の

限
界
が
見
え
て
く
る
こ
と
と
捉
え

ら
れ
る
。
過
去
20
年
間
を
見
る
と
、

労
働
供
給
量
の
減
少
は
明
ら
か
で

あ
る
。
20
～
74
歳
人
口
は
過
去
20

年
間
で
８
％
減
少
し
た
。
今
後
は
、

一
定
の
外
国
人
の
流
入
が
想
定
さ

れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
人

口
動
態
を
反
映
す
る
形
で
就
業
者

数
も
減
っ
て
い
く
傾
向
が
続
く
こ

と
が
、
政
府
の
将
来
推
計
［
注
２
］

の
見
通
し
で
あ
る
。
こ
の
推
計
で

は
、
20
～
74
歳
人
口
は
今
後
20
年

間
で
14
％
減
少
し
、
そ
の
次

の
20
年
間
で
21
％
減
少
す
る
。

「
労
働
供
給
の
天
井
」
の
問
題

を
解
決
す
る
た
め
に
は
、
⑴

労
働
参
加
率
を
高
め
る
か
、

⑵
就
業
可
能
な
外
国
人
の
流

入
を
増
や
す
か
、
も
し
く
は

⑶
Ａ
Ｉ
（
人
工
知
能
）
を
含

む
ロ
ボ
ッ
ト
を
活
用
す
る
か

と
い
う
選
択
肢
が
あ
る
。
ま

ず
労
働
参
加
率
を
高
め
る
こ

と
が
最
重
要
で
あ
ろ
う
。
前

述
の
よ
う
に
過
去
20
年
間
で

は
20
～
74
歳
人
口
は
減
少
し

た
が
、
就
業
者
数
は
女
性
や

高
齢
者
の
労
働
参
加
の
進
展

な
ど
に
よ
り
同
７
％
増
加
し

た
。
労
働
参
加
率
を
増
や
す

に
は
、
前
述
の
エ
コ
ノ
ミ
ス

ト
は
労
働
市
場
改
革
の
必
要
性
を

説
い
て
い
る
。
つ
ま
り
、「
１
人

１
人
の
付
加
価
値
創
出
能
力
を
高

め
、
年
齢
や
性
、
ラ
イ
フ
ス
テ
ー

ジ
な
ど
に
か
か
わ
ら
ず
働
く
意
欲

や
能
力
を
発
揮
す
る
労
働
市
場
を

い
か
に
構
築
す
る
か
が
こ
れ
ま
で

以
上
に
問
わ
れ
る
だ
ろ
う
。」
と
し

て
い
る
。
現
政
権
も
「
リ
・
ス
キ

リ
ン
グ
［
注
３
］」「
職
務
給
」「
労

働
移
動
の
円
滑
化
」
か
ら
成
る
三

位
一
体
の
労
働
市
場
改
革
を
推
進

す
る
方
針
を
打
ち
出
し
て
い
る
。

し
か
し
、
前
述
の
肝
心
要
の
「
１

人
１
人
の
付
加
価
値
創
出
能
力
」

の
向
上
＝
供
給
さ
れ
る
労
働
力
の

質
の
向
上
が
な
け
れ
ば
、
⑴
労
働

参
加
率
を
高
め
る
、
ど
こ
ろ
か
逆

の
効
果
を
招
く
可
能
性
が
あ
る
。

日
本
人
の
「
１
人
１
人
の
付
加
価

値
創
出
能
力
」
の
向
上
が
な
い
と
、

⑵
外
国
人
労
働
者
の
活
用
と
⑶
ロ

ボ
ッ
ト
の
活
用
の
方
が
、
効
率
的

に
付
加
価
値
を
創
出
で
き
る
可
能

性
が
あ
る
。
こ
の
た
め
、
労
働
供

給
の
量
と
質
の
不
足
の
問
題
は
区

別
し
て
考
え
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

産
業
別
、
業
種
別
、
職
域
別
に
日

本
人
の
「
１
人
１
人
の
付
加
価
値

創
出
能
力
」
を
考
え
て
い
か
な
い

と
、「
リ
・
ス
キ
リ
ン
グ
」
だ
け
で

は
「
労
働
供
給
の
天
井
」
は
、「
労

働
供
給
の
量
の
天
井
」
か
ら
、
い

ず
れ
「
労
働
供
給
の
質
の
天
井
」

に
置
き
換
わ
る
可
能
性
が
高
い
。

こ
の
問
題
が
顕
在
化
す
れ
ば
、
既

存
の
労
働
者
は
、
付
加
価
値
創
出

能
力
を
高
め
る
ど
こ
ろ
か
、
逆
に

既
存
の
生
産
性
の
低
い
職
務
を
守

ろ
う
と
す
る
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
が

高
ま
る
可
能
性
が
あ
る
。

　
「
労
働
供
給
の
天
井
」
は
日
本
の

経
済
成
長
を
今
後
左
右
す
る
。
こ

れ
に
つ
い
て
前
述
の
エ
コ
ノ
ミ
ス

ト
は
「
労
働
供
給
が
制
約
と
な
っ

て
需
要
の
回
復
が
遅
れ
た
り
」
す

る
可
能
性
を
指
摘
し
て
い
る
。
確

か
に
、
少
子
高
齢
化
の
進
展
を
考

え
れ
ば
、
日
本
で
は
労
働
供
給
の

「
量
」
を
増
や
す
余
地
は
限
ら
れ
る

一
方
、「
質
」
を
高
め
る
余
地
は
か

な
り
大
き
い
。
し
か
し
「
質
」
を

高
め
る
工
夫
は
前
述
し
た
よ
う
な

キ
ー
ワ
ー
ド
で
表
現
で
き
る
画
一

的
な
手
法
で
は
な
い
。
企
業
の
経

営
者
が
自
社
の
付
加
価
値
を
追
求

し
て
い
く
中
で
、
必
要
な
職
能
を

特
定
し
、
そ
の
上
で
経
営
者
の
責

任
に
お
い
て
従
業
員
を
再
教
育
し

て
い
く
と
い
う
覚
悟
が
必
要
で
あ

ろ
う
。
こ
の
付
加
価
値
を
従
業
員

と
追
求
す
る
と
い
う
経
営
者
の
覚

悟
が
あ
っ
て
こ
そ
、
従
業
員
を
企

業
の
重
要
な
資
産
と
見
な
し
、
そ

の
資
産
を
最
大
限
に
活
用
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
た
経
営
手
法
で
あ

る
人
的
資
本
経
営
の
本
格
的
な
取

り
組
み
に
つ
な
が
る
の
で
は
な
い

か
。
労
働
需
給
の
逼
迫
は
中
長
期

的
に
継
続
し
得
る
構
造
問
題
で
あ

り
、
労
働
供
給
の
強
化
は
成
長
戦

略
と
い
え
る
。
わ
が
国
の
企
業
の

経
営
者
１
人
１
人
が
成
長
戦
略
を

担
っ
て
い
る
責
任
感
が
今
後
の
日

本
の
成
長
を
大
き
く
左
右
す
る
と

い
え
よ
う
。（
７
月
20
日
執
筆
）

［
注
１
］�神
田　
慶
司
「
経
済
正
常
化
後

に
懸
念
さ
れ
る
『
労
働
供
給
の

天
井
』問
題
」、
大
和
総
研
コ
ラ

ム
、２
０
２
３
年
７
月
12
日

［
注
２
］�国
立
社
会
保
障
・
人
口
問
題
研

究
所
が
２
０
２
３
年
４
月
26
日

に
公
表
し
た
「
日
本
の
将
来
推

計
人
口（
令
和
５
年
推
計
）」に

お
け
る
将
来
推
計
人
口
（
中
位

推
計
）。

［
注
３
］�企
業
が
Ｄ
Ｘ
（
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ

ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
＝
デ

ジ
タ
ル
化
に
よ
る
企
業
の
ビ
ジ

ネ
ス
モ
デ
ル
の
変
革
）
な
ど
の

自
社
の
変
革
の
た
め
、
新
た
な

職
能
を
有
す
る
人
材
が
必
要

と
な
り
、
そ
の
職
能
を
開
発
す

る
た
め
の
再
教
育
な
ど
を
意
味

す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

株
式
会
社
大
和
総
研 

金
融
調
査
部

　

主
席
研
究
員　
　

内
野　

逸
勢
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「
た
か
だ
か
数
万
円
の
出
費
で
、

何
百
万
円
も
か
け
た
商
品
開
発
の

失
敗
を
防
げ
る
の
で
す
か
ら
、
安
い

も
の
で
す
。」先
日
聴
い
た
セ
ミ
ナ
ー

で
、
日
本
百
貨
店
の
バ
イ
ヤ
ー
日
暮

学
さ
ん
が
こ
う
指
摘
し
て
い
ま
し

た
。数
万
円
の
出
費
と
は
、
地
方
の

事
業
者
さ
ん
が
、
東
京
に
来
て
、
さ

ま
ざ
ま
な
お
店
を
視
察
す
る
際
に

か
か
る
費
用
の
こ
と
で
す
。日
暮
さ

ん
は
、
全
国
各
地
の
食
品
や
雑
貨

を
、
東
京
を
中
心
と
し
た
店
舗
で

販
売
す
る
セ
レ
ク
ト
シ
ョッ
プ
の
バ
イ

ヤ
ー
で
す
。地
方
で
も
の
づ
く
り
を

し
て
い
る
な
ら
、
ま
ず
東
京
へ
来
て
、

そ
の
商
品
が
想
定
す
る
売
り
場
を

実
際
に
見
て
研
究
し
て
ほ
し
い
と
い

う
の
で
す
。

　

店
舗
を
観
察
す
る
こ
と
で
、
自

分
が
つ
く
ろ
う
と
し
て
い
る
商
品

は
、ど
う
いっ
た
タ
イ
プ
の
お
店
で
好

ま
れ
る
の
か
、
店
頭
で
ど
の
よ
う
に

陳
列
・
展
示
さ
れ
て
い
る
の
か
。競

争
相
手
や
競
合
状
況
は
ど
う
な
の

か
。価
格
帯
や
差
別
化
の
争
点
と

そ
の
付
加
価
値
が
ど
の
程
度
販
売

価
格
に
反
映
さ
れ
て
い
る
の
か
。そ

の
売
り
場
に
来
る
お
客
さ
ん
は
、
ど

の
よ
う
な
人
で
ど
の
よ
う
な
買
い

方
を
し
て
い
る
の
か
。あ
ら
か
じ
め

視
点
を
決
め
て
集
中
し
て
臨
め
ば
、

１
日
に
10
店
舗
く
ら
い
は
回
れ
ま

す
。

　

前
述
し
た
の
は
商
品
開
発
の
視

点
で
す
が
、
小
売
業
視
点
や
広
告

業
な
ど
の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
視
点
、ま

た
お
店
を
設
計
・
運
営
す
る
視
点

も
あ
り
ま
す
。私
も
か
つ
て
パソ
コ
ン

市
場
の
立
ち
上
が
り
期
に
、記
者
と

し
て
初
め
て
そ
の
分
野
の
取
材
を

担
当
し
た
時
、
秋
葉
原
の
さ
ま
ざ

ま
な
タ
イ
プ
の
お
店
の
売
り
場
を

毎
日
毎
日
観
察
し
ま
し
た
。ま
ず

は
そ
の
業
界
の
こ
と
を
知
る
た
め
、

お
店
に
よ
る
品
ぞ
ろ
え
の
違
い
や
価

格
設
定
、
人
員
の
派
遣
の
様
子
な

ど
。さ
ら
に
は
店
ご
と
に
違
う
お
客

さ
ん
の
タ
イ
プ
、
店
員
と
の
会
話
や

質
問
の
様
子
を
観
察
し
て
い
ま
し

た
。

　

そ
の
う
ち
、
い
く
つ
か
の
店
の
ス

タ
ッ
フ
と
も
顔
見
知
り
に
な
り
、
あ

ま
り
表
に
出
な
い
さ
ま
ざ
ま
な
情

報
も
得
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。今
で
も
と
て
も
役
に
立
っ
た
と

思
う
の
は
、
商
品
の
魅
力
と
価
格
、

新
商
品
登
場
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
お
客

さ
ん
の
顔
つ
き
が
違
っ
て
く
る
こ
と

や
、
商
品
ラ
イ
ン
ア
ッ
プ
と
価
格
設

定
の
関
係
な
ど
に
関
す
る
理
論
や

実
践
的
な
裏
付
け
を
学
ん
だ
こ
と

で
す
。

　

実
は
、
お
店
の
中
だ
け
で
な
く
、

駅
や
空
港
、
大
き
な
交
差
点
の
よ

う
な
空
間
も
、
広
告
の
サ
イ
ネ
ー

ジ
な
ど
、あ
る
種
の
ビ
ジ
ネ
ス
に
と
っ

て
は
そ
こ
が
売
り
場
に
な
っ
て
い
ま

す
。ま
た
、
例
え
ば
ス
マ
ホ
の
ア
プ
リ

の
よ
う
に
、
あ
る
種
の
サ
ー
ビ
ス
や

商
品
に
と
っ
て
は
そ
こ
が
、
ま
さ
に

消
費
の
現
場
で
あ
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
。
行
き
交
う
人
々
が
、
さ
ま

ざ
ま
な
形
で
提
供
さ
れ
る
商
品
や

サ
ー
ビ
ス
に
対
し
て
、
ど
の
よ
う
な

関
心
を
示
し
、
ど
の
よ
う
に
反
応

し
行
動
し
て
い
る
の
か
、
観
察
す
る

の
は
と
て
も
面
白
い
こ
と
で
す
。問

題
意
識
を
持
っ
た
視
点
さ
え
あ
れ

ば
、こ
う
し
た
現
場
は
さ
ま
ざ
ま
な

マ
ー
ケ
ッ
ト
デ
ー
タ
を
提
供
し
て
く

れ
る
情
報
の
宝
庫
で
す
。

　

そ
の
昔
、
テ
レ
ビ
で
ヒ
ッ
ト
番
組

を
連
発
し
て
い
た
頃
の
テ
レ
ビ
プ
ロ

デ
ュ
ー
サ
ー
、
テ
リ
ー
伊
藤
さ
ん
と一

緒
に
仕
事
を
し
た
時
、
ヒ
ッ
ト
を
生

む
秘
訣（
ひ
け
つ
）を
聞
い
た
と
こ
ろ
、

「
君
は
女
子
高
生
の
生
活
に
興
味

あ
る
か
？
」「
あ
ま
り
、
あ
り
ま
せ

ん
」「
だ
か
ら
ダ
メ
な
ん
だ
よ
。他
人

の
人
生
に
興
味
を
持
た
な
い
ヤ
ツ

に
ヒ
ッ
ト
商
品
な
ん
か
つ
く
れ
な
い

よ
」
と
言
わ
れ
た
の
を
今
も
思
い
出

し
ま
す
。

日
経
Ｂ
Ｐ
総
合
研
究
所 

上
席
研
究
員　
　

渡
辺　

和
博

「
お
店
や
お
客
の
観
察
は
こ
ん
な
に
面
白
い
」

ト
レ
ン
ド
通
信

ト
レ
ン
ド
通
信
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「
秘
境
駅
で
心
が
洗
わ
れ
る
」

　
「
秘
境
駅
」
と
い
う
言
葉
を
ご
存

じ
で
し
ょ
う
か
。
人
里
離
れ
た
所
に

あ
る
駅
の
こ
と
を
い
い
、
そ
こ
は
林

の
中
だ
っ
た
り
、
広
大
な
草
原
の
中

だ
っ
た
り
、
列
車
に
乗
っ
て
い
る
と

な
ぜ
こ
こ
に
駅
が
あ
る
の
だ
ろ
う
と

驚
く
所
に
あ
り
ま
す
。

　

誰
が
利
用
し
て
い
る
の
か
な
と
感

じ
る
の
で
す
が
、
元
々
は
意
味
が

あ
っ
て
駅
が
つ
く
ら
れ
て
い
ま
し

た
。
時
代
が
進
む
に
つ
れ
て
集
落
が

な
く
な
っ
た
り
、
近
く
に
高
速
道
路

が
で
き
て
鉄
道
を
使
わ
な
く
な
っ
た

り
す
る
な
ど
、
利
用
者
が
極
端
に
減

り
、
駅
周
辺
の
雰
囲
気
が
変
わ
っ
た

の
で
す
。
今
は
秘
境
駅
の
周
り
に
は

民
家
が
な
い
こ
と
が
多
く
、
ア
ク
セ

ス
す
る
道
が
な
い
駅
も
あ
り
、
訪
れ

る
の
が
困
難
な
場
合
が
ほ
と
ん
ど
で

す
。
鉄
道
で
行
こ
う
に
も
、
普
通
列

車
で
も
通
過
し
て
し
ま
う
こ
と
が
多

く
、本
数
が
少
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。

た
だ
、
そ
の
困
難
さ
が
秘
境
駅
に
引

き
付
け
ら
れ
る
魅
力
に
も
な
っ
て
い

ま
す
。

　

秘
境
駅
を
初
め
て
訪
れ
た
の
は
大

学
生
の
時
で
、
飯
田
線
の
田
本
駅

で
す
。
こ
の
駅
は
、
秘
境
駅
の
多
い

飯
田
線
の
中
で
も
有
数
の
秘
境
感
が

あ
る
駅
で
、
天
竜
川
の
渓
谷
の
崖
に

沿
っ
て
へ
ば
り
つ
く
よ
う
に
ホ
ー
ム

が
あ
り
ま
す
。
駅
か
ら
は
獣
道
の
よ

う
な
山
道
が
続
き
、
20
分
ほ
ど
歩
い

て
み
て
も
全
く
家
や
人
の
気
配
は
あ

り
ま
せ
ん
。
駅
に
戻
っ
て
も
次
の
列

車
ま
で
３
時
間
ほ
ど
あ
り
、
ベ
ン
チ

に
座
っ
て
ぼ
ー
っ
と
す
る
し
か
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。
仕
方
な
く
し
ば
ら

く
景
色
を
眺
め
て
い
た
ら
、
は
っ
と

気
が
付
い
た
の
で
す
。
駅
か
ら
見
え

る
景
色
は
人
工
物
が
全
く
な
く
、
聞

こ
え
る
音
も
川
の
せ
せ
ら
ぎ
と
鳥
の

鳴
き
声
だ
け
だ
っ
た
の
で
す
。
普
段

生
活
す
る
日
常
が
ど
れ
だ
け
人
の
つ

く
っ
た
物
や
音
に
あ
ふ
れ
て
い
る
の

か
、
何
も
な
い
か
ら
こ
そ
気
付
か
さ

れ
ま
し
た
。
ま
ち
の
喧
騒
（
け
ん
そ

う
）
か
ら
解
放
さ
れ
、
身
も
心
も
リ

フ
レ
ッ
シ
ュ
で
き
た
の
で
す
。

　

そ
ん
な
秘
境
駅
で
す
が
、
利
用
者

が
少
な
い
の
で
、
廃
止
に
な
る
駅
が

増
え
て
き
ま
し
た
。
駅
が
な
く
な
る

の
は
寂
し
い
も
の
で
す
。
北
海
道
の

石
北
本
線
に
は
、
奥
白
滝
・
上
白
滝
・

白
滝
・
旧
白
滝
・
下
白
滝
と
５
駅
続

く
区
間
が
あ
り
ま
し
た
が
、
次
々
と

廃
止
に
な
り
、
今
は
白
滝
駅
の
み
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

無
人
駅
で
あ
っ
て
も
保
守
・
維
持

に
経
費
が
か
か
る
か
ら
で
す
。

　

そ
れ
が
、
最
近
で
は
秘
境
駅
を
観

光
に
活
用
す
る
所
が
出
て
き
ま
し

た
。
北
海
道
の
小
幌
駅
は
、
豊
浦
町

が
管
理
す
る
こ
と
で
存
続
し
て
い
ま

す
。
過
度
に
手
を
加
え
る
必
要
は
な

く
、
そ
の
ま
ま
を
保
つ
だ
け
で
も
個

性
的
で
、
こ
う
し
た
観
光
の
目
的
地

に
な
り
ま
す
。
地
元
の
皆
さ
ん
が
き

れ
い
に
し
て
く
れ
て
い
る
と
思
う

と
、
訪
れ
た
時
に
う
れ
し
く
感
じ
る

も
の
で
す
。
地
域
の
魅
力
を
伝
え
る

秘
境
駅
。
い
つ
ま
で
も
大
切
に
し
た

い
で
す
ね
。

気
象
予
報
士
兼
税
理
士　

藤
富　

郷
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館山市　令和６・7年度「入札参加資格審査申請」
～９月15日から受付開始～

　館山市では、令和 6・7年度の入札参加資格審査申請（当初申請）の受付を、9月
15日（金）から開始します。
　館山市が発注する工事などの入札に参加するには、「ちば電子調達システム」を使用
して審査を受け、市の「入札参加適格者名簿」に登載される必要があります。

【受 付 期 間】	 ９月 15日（金）から 11月 15日（水）まで
【名 簿 業 種】	 ①工事　②測量等　③物品　④委託
	 ※業種ごとに申請が必要です。
【申 請 方 法】	 	「ちば電子調達システム」から電子申請し、出力された申請書に必要書類を添えて、

千葉県電子自治体共同運営協議会へ送付（11月 15日必着）
	 ※詳しくは、市のホームページ
	 （https://www.city.tateyama.chiba.jp/kankei/page100129.html）
	 を確認してください。
【名簿有効期間】	 令和６年４月１日から令和８年３月３１日まで
【問　合　せ】	 館山市管財契約課契約係（電話　２２－３２９６）

創業前・創業後間もない方向けのイベント
～第4回創業者交流会 in 南房総～

　館山信用金庫と日本政策金融公庫では、創業前・創業後間もない方を対象にした「第
4回創業者交流会 in 南房総」を開催します。
　第 1部の講演会には、講師に上坂　理氏を迎えて、この地域で起業することの意
義や、地域資源を活用し、自社の強みを活かす方法を学ぶことができます。
　講演会終了後の第 2部では、参加者同士の名刺交換会を行い、新たに知り合った
方々との親睦を深める良い機会となります。参加費は無料、定員は先着 20名です
ので、ご希望の方はお早めにお申し込みください。

■日　　時	 令和 5年 10月 19日（木）15:00 ～ 17:30（開場 14:45）
	 第 1部　セミナー　15:00 ～ 16:30
	 　　　　「安房ローカル起業のススメ」　講師：上坂　理　氏
　	 第 2部　交流会・名刺交換会　16:30 ～ 17:30
	 　　　　創業前・創業後間もない方々の人脈作りの場としてご活用ください
■会　　場	 sPARK	tateyama　（館山市北条 1880-1 房州第一ビル 1階）
■定　　員	 20 名（先着順）　　　※参加費無料
■申込方法	 	館山信用金庫・日本政策金融公庫・館山商工会議所窓口で配布する、創業者交流会

チラシの参加申込票に必要事項をご記入いただき、お申込みください。
＜問合せ＞		○館山信用金庫　支援部　℡.29-3015　○日本政策金融公庫　館山支店　℡.22-2911



会 議 所 だ よ り
令 和 5 年 9 月 10 日（8）

　

職
場
で
の
人
間
関
係
が
希

薄
に
な
っ
た
と
い
う
こ
と
が
、

よ
く
聞
か
れ
ま
す
。
特
に
コ
ロ

ナ
禍
以
降
、
直
接
の
会
話
の

機
会
が
減
り
、
職
場
以
外
で

の
交
流
も
以
前
よ
り
ハ
ー
ド

ル
が
高
い
も
の
に
変
化
し
ま

し
た
。
ま
た
、
ハ
ラ
ス
メ
ン

ト
を
意
識
し
て
、
プ
ラ
イ
ベ
ー

ト
の
話
題
を
避
け
よ
う
と
す

る
あ
ま
り
、
会
話
の
糸
口
が

見
つ
か
ら
な
い
と
い
う
こ
と

も
あ
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
は
「
相
手
の
時
間

を
奪
う
の
で
は
」
と
気
に
し

過
ぎ
て
、同
じ
職
場
に
い
て
も
、

ち
ょ
っ
と
し
た
や
り
取
り
ま

で
チ
ャ
ッ
ト
な
ど
文
字
ベ
ー

ス
で
送
る
人
も
増
え
ま
し
た
。

し
か
し
実
際
に
は
、
適
切
な

文
章
を
考
え
る
方
が
時
間
が

か
か
り
、
相
手
の
時
間
を
奪
っ

て
し
ま
っ
て
い
る
と
い
う
面

も
あ
り
ま
す
。
文
字
だ
け
で

す
と
細
か
い
ニ
ュ
ア
ン
ス
が

伝
わ
ら
ず
、
一
方
的
な
解
釈

を
生
み
が
ち
で
す
。
よ
ほ
ど

注
意
し
て
も
、
読
み
間
違
い
、

勘
違
い
に
よ
る
ト
ラ
ブ
ル
が

発
生
す
る
こ
と
も
多
く
あ
り

ま
す
。

　

基
本
的
に
人
は
分
か
ら
な

い
こ
と
に
対
し
て
想
像
力
を

働
か
せ
て
補
完
す
る
傾
向
が

あ
り
、
行
間
を
悪
い
方
へ
解

釈
し
が
ち
な
の
で
す
。
そ
れ

が
積
み
重
な
る
と
、
さ
さ
い

な
こ
と
で
大
き
な
ト
ラ
ブ
ル

に
発
展
し
や
す
く
な
り
ま
す
。

こ
う
し
た
ト
ラ
ブ
ル
を
防
止

す
る
た
め
に
は
、
直
接
語
り

合
う
こ
と
が
大
切
で
す
。
特
に

違
和
感
や
疑
問
が
あ
る
と
き

は
、
メ
ー
ル
な
ど
の
文
字
ツ
ー

ル
で
は
な
く
、
対
面
で
会
話

す
る
、
電
話
を
か
け
る
な
ど

直
接
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
併
用
し
ま
し
ょ
う
。

　

不
満
や
憤
り
を
感
じ
て
い

て
も
、
ち
ょ
っ
と
話
す
こ
と
に

よ
っ
て
誤
解
が
解
け
、「
な
ん

だ
、
そ
ん
な
こ
と
だ
っ
た
の

か
」
と
あ
っ
け
な
く
解
決
す

る
こ
と
は
少
な
く
あ
り
ま

せ
ん
。
毎
日
繰
り
返
さ
れ
る

さ
さ
い
な
や
り
取
り
の
ひ
ず

み
が
、
心
を
む
し
ば
ん
で
い

く
元
に
も
な
り
ま
す
。「
あ
ー

で
も
な
い
、
こ
ー
で
も
な
い
」

と
悩
ん
だ
り
、
不
快
な
想
像

を
膨
ら
ま
せ
た
り
す
る
前
に
、

直
接
確
認
、質
問
す
る
こ
と
で
、

わ
だ
か
ま
り
の
解
消
に
努
め

ま
し
ょ
う
。

　

仕
事
だ
け
で
な
く
、
一
緒

に
お
昼
ご
飯
を
食
べ
る
な
ど
、

無
理
の
な
い
範
囲
で
接
す
る

こ
と
で
、
お
互
い
の
理
解
が

深
ま
る
き
っ
か
け
に
も
な
り

ま
す
。
適
度
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
が
取
れ
て
い
る
職
場

は
、ト
ラ
ブ
ル
が
起
き
に
く
く
、

メ
ン
タ
ル
不
調
に
な
り
に
く

い
傾
向
で
す
の
で
、
積
極
的

に
「
話
す
こ
と
」
を
心
掛
け

て
み
て
く
だ
さ
い
。

日
本
メ
ン
タ
ル
ア
ッ
プ
支
援
機
構

代
表
理
事　

大
野　

萌
子

希
薄
な
人
間
関
係
が
メ
ン
タ
ル
不
調
に


